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展 経

済望

  街のキーマン、今年の抱負。

新
春
ト
ー
ク
❶

島
民
に
と
っ
て
の
2
0
1
2
年
は
?

齊
藤
成
人

2

中之島周辺を盛り上げてくれている街のキーマンたちに、あたためている企画や野望・展望を聞いてみた。
今、街と積極的に関わろうとする人たちは、どのように考え、行動し、実現しているのだろうか。

取材・文／松本 創　李 宗和（以上本誌）

　

２
０
１
２
年
は
こ
の
中
之
島
エ
リ
ア
で「
働

く
人
」
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
危
機
か
ら
始
ま

っ
た
欧
州
の
経
済
危
機
は
、
決
し
て
対
岸
の

火
事
な
ど
で
は
な
く
、
今
年
に
な
っ
て
、
こ

の
中
之
島
に
も
じ
わ
じ
わ
と
そ
の
負
の
影
響

が
及
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。
貿
易
統
計
を
み
て

も
、
既
に
関
西
の
輸
出
額
は
こ
こ
数
ヶ
月
マ

イ
ナ
ス
基
調
に
転
じ
て
い
る
。
主
に
欧
州
向

け
輸
出
の
落
ち
込
み
が
原
因
だ
が
、
今
後
は

島
に
は
、
そ
う
し
た
製
造
拠
点
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
と
し
て
の
オ
フ
ィ
ス
が
多
数
集
積
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
製
造
拠
点
が
ピ
ン
チ
に
な

る
と
、
当
然
オ
フ
ィ
ス
部
門
に
も
し
わ
寄
せ

が
く
る
。
中
之
島
で
「
働
く
人
」
に
と
っ
て

は
、
２
０
１
２
年
は
そ
う
と
う
厳
し
い
年
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
中
之
島
に
「
住
む
人
」
に
と
っ
て

は
、
そ
う
悪
い
年
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

中
之
島
を
含
む
中
央
区
と
北
区
の
人
口
は
計

19
・
４
万
人
と
、
大
阪
24
区
中
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
増
加
率
を
示
す
人
口
増
加
地
区
で
あ

る
。
10
年
前
と
比
べ
４
万
人
も
人
口
が
増
え

た
。
こ
の
原
因
の
一
つ
が
、
京
阪
電
車
中
之

島
線
開
業
、
そ
し
て
そ
れ
を
契
機
に
新
設
さ

れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

中
之
島
は
夜
間
や
休
日
に
も
人
が
い
る
エ
リ

ア
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
人
が
増
え
る
と

お
店
も
増
え
る
。

　

こ
の
新
住
民
を
あ
て
こ
み
、
今
、
中
之
島

の
オ
フ
ィ
ス
街
の
ビ
ル
に
は
ど
ん
ど
ん
ス
ー

パ
ー
が
開
店
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
店
舗
の

出
店
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
皮
肉
に
も
金

融
危
機
に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
店
舗
が
統
廃

関
西
に
と
っ
て
稼
ぎ
頭
だ
っ
た
ア
ジ
ア
向
け

輸
出
も
落
ち
込
ん
で
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。欧

州
の
銀
行
が
、自
分
た
ち
の
地
域
に
お
金
が

無
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
ア
ジ
ア
の
企
業

か
ら
貸
し
剥
が
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
か
ら
だ
。
ア
ジ
ア
の
企
業
に
お
金

が
無
く
な
れ
ば
、
日
本
の
製
品
を
買
っ
て
く

れ
る
人
が
い
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

大
阪
湾
は
別
名
〝
パ
ネ
ル
ベ
イ
〟
と
も
言

わ
れ
る
日
本
に
お
け
る
パ
ネ
ル
や
バ
ッ
テ
リ

ー
の
製
造
拠
点
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
関
西

経
済
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
い
る
。
堂
島
川

や
土
佐
堀
川
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
の
中
之

合
さ
れ
た
結
果
、
中
之
島
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

が
空
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
に
入
っ
て
も
中
之
島
へ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
新
設
は
続
く
う
え
、
空
い
て
い
る

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
さ
ら
に
ス
ー
パ
ー
が
新
規

に
出
店
し
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
住
む
人
に

と
っ
て
は
ま
す
ま
す
生
活
が
便
利
に
な
っ
て

い
く
に
違
い
な
い
。

　

実
は
も
っ
と
も
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
中

之
島
エ
リ
ア
に
「
来
る
人
」
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
オ
フ
ィ
ス
が
空
く
と
、
食
品
を
扱
う

日
用
品
店
舗
の
次
は
、
ア
パ
レ
ル
や
レ
ス
ト

ラ
ン
と
い
っ
た
嗜
好
品
店
舗
が
進
出
す
る
。

中
之
島
に
も
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
ア
パ
レ

ル
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
き
た
。
混
ん
で
い
る

梅
田
を
避
け
、
中
之
島
で
ゆ
っ
た
り
と
買
い

物
す
る
方
が
良
い
と
人
々
は
気
づ
く
だ
ろ
う
。

買
い
物
後
、
京
阪
電
車
な
に
わ
橋
駅
あ
た
り

か
ら
見
る
中
之
島
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
大
変

美
し
い
。
こ
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
、
今
年
10

月
に
は
新
た
に
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ

ワ
ー
が
加
わ
る
。
同
ビ
ル
に
は
ホ
ー
ル
も
併

設
さ
れ
、「
来
る
人
」
に
と
っ
て
中
之
島
は

魅
力
的
な
地
域
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
い
と
う
・
な
る
ひ
と　

日
本
政
策
投
資
銀
行
関
西
支
店
企
画
調
査
課
長
。

国
内
経
済
発
展
の
た
め
の
投
資
・
融
資
の
一
体
型

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ほ
か
、
地
域
経
済
の

動
向
に
も
注
目
。
情
報
発
信
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

中之島の新たなシンボルとなりそうな、中之島フェスティバルタワ
ーは、今年の10月末に竣工予定。「来る島民」増加への期待も大きい。

【
働
く
島
民
】 

大
阪
経
済
は
厳
し
い
局
面
。  

【
住
む
島
民
】 

ま
す
ま
す
便
利
な
中
之
島
に
。 

【
来
る
島
民
】 

ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
場
所
へ
。 
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展

望

  街のキーマン、今年の抱負。

3

中之島周辺を盛り上げてくれている街のキーマンたちに、あたためている企画や野望・展望を聞いてみた。
今、街と積極的に関わろうとする人たちは、どのように考え、行動し、実現しているのだろうか。

取材・文／松本 創　李 宗和（以上本誌）

合
さ
れ
た
結
果
、
中
之
島
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

が
空
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
に
入
っ
て
も
中
之
島
へ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
新
設
は
続
く
う
え
、
空
い
て
い
る

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
さ
ら
に
ス
ー
パ
ー
が
新
規

に
出
店
し
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
住
む
人
に

と
っ
て
は
ま
す
ま
す
生
活
が
便
利
に
な
っ
て

い
く
に
違
い
な
い
。

　

実
は
も
っ
と
も
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
中

之
島
エ
リ
ア
に
「
来
る
人
」
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
オ
フ
ィ
ス
が
空
く
と
、
食
品
を
扱
う

日
用
品
店
舗
の
次
は
、
ア
パ
レ
ル
や
レ
ス
ト

ラ
ン
と
い
っ
た
嗜
好
品
店
舗
が
進
出
す
る
。

中
之
島
に
も
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
や
ア
パ
レ

ル
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
て
き
た
。
混
ん
で
い
る

梅
田
を
避
け
、
中
之
島
で
ゆ
っ
た
り
と
買
い

物
す
る
方
が
良
い
と
人
々
は
気
づ
く
だ
ろ
う
。

買
い
物
後
、
京
阪
電
車
な
に
わ
橋
駅
あ
た
り

か
ら
見
る
中
之
島
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
大
変

美
し
い
。
こ
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
、
今
年
10

月
に
は
新
た
に
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ

ワ
ー
が
加
わ
る
。
同
ビ
ル
に
は
ホ
ー
ル
も
併

設
さ
れ
、「
来
る
人
」
に
と
っ
て
中
之
島
は

魅
力
的
な
地
域
に
な
る
だ
ろ
う
。

メイドイン大阪ラボ
　丁寧な手仕事から生まれた日常
使いの良い品を大阪の街なかで発
掘・紹介し、職人の技術をつなぐ
プロジェクト。岸本さんは、天満
橋・北大江の「たそがれコンサー
ト」実行委員でもある。問い合わ
せは丸善ボタン☎06-6942-2261

　大阪に残る職人ならではの上質な手仕事を発掘・紹介しようと、
「メイドイン大阪ラボ」を仲間と立ち上げ、昨年初めて展示会と
工房ツアーをやりました。まずは上町台地や天満を歩きましたが、
発見の連続。布に花柄をプリントする技術で有名な工房が近所に
あったり、東成が帽子の一大産地だったり、提灯や和楽器の工房
を訪ねた天満が、実はガラス産業発祥の地だったり。こうして出
会った工房や職人さんをつなぎ、コラボやブランド化、販売まで
進めるのが目標です。
　ボタンを専門に扱う私の会社で言えば、靴工房とのコラボで革
地にボタンをあしらったバッジを売り出したり、チョコレート専
門店と協力して、ボタンをデザインしたギフト用チョコを作った
りしています。今年は帽子や布、染物など、「糸へん」の工房と
コラボしたいですね。何といっても大阪は繊維の街ですから。

メイドイン大阪ラボ
岸本知子さん（丸善ボタン）

みんなの不動産
　よくある均質で画一的な不動産
情報ではなく、シェアＯＫ、リノ
ベＯＫ、水辺…など、「売れ筋で
はないが、使い方によれば素敵な
暮らしが実現する物件」を大阪で
発掘し、紹介するグループ。☎06-
6314-6408　物件情報はサイト
http://minfudo.com/で。

　今年は「2nd Cycle（セカンドサイクル）」をキーワードにした
いと思っています。いたずらに新しい物を求めるのではなく、い
い物を手直しして長く使う。不動産で言えば、築数十年のビルや
中古住宅など、街なかに眠る良質のストックを再評価し、キッチ
ンや照明、事務所家具も含めて使い方やライフスタイルを提案し
ていく。例えば今、堂島の「永和ビル」をリノベーションし、シ
ェアオフィスとして貸し出すプロジェクトを「みんなの不動産」
で進めていますが、そういう手法をもっと広げたい。
　先日、船の上から水辺のビルを見て回る「水辺不動産クルーズ」
を初めてやってみたんですが、中之島界隈には、使われていない
良質の物件がまだまだ思った以上に残っていました。新築物件は
最新の設備や機器を売りにするけど、それはやがて陳腐化する。
そうではない価値を見出していく時代だと思うんです。

みんなの不動産
末村 巧さん

職

い

人
の
手
仕
事
を
大
阪
か
ら
見
直
す

い
ビ
ル
を
長
く
使
い
続
け
る
時
代
に
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水

辺中之島バンクス
　ミュージアム、カフェを中心とした複合型施設。現代アートの展覧会・
イベントを行う場として、ぐっと存在感が増している。映画と食とアー
トを絡めたイベントも計画中とのこと。2月14日（火）まで、建築家集団
KANSAI ６による、展覧会「つながる建築・ひらかれる言葉」が開催中。「ぐ
るぐる」「じわじわ」などのオノマトペ（擬音語・擬態語）をモチーフに
建築を考える野心的な試み。カフェは月曜休。

　現在の柱は、ミュージアムで年に２〜３回の主催企画展と、会
期中に展覧会の内容とリンクして開催するリレートークです。昨
年開催した大阪ゆかりの建築家・野井成正さんの展覧会には約
3000人、また東日本大震災の被災地へのチャリティーとしての写
真展もありましたが、これにも３日間で2000人近くの人たちに来
ていただきました。カフェも週末にはご近所の人たちでいっぱい。
中之島の西エリアの核として、ファンが広がっていると感じます。
やっぱり水辺のロケーションが大きいのでしょうね。
　これまでの、アート・建築・デザインなどをテーマにした発信
はもちろん踏襲しつつ、今年はもっと開かれた場所にしたい。具
体的に言うと、教会の「日曜学校」みたいなものでしょうか。大
人って、日曜日くらいしか学ぶ時間がないでしょう。ワークショ
ップやセミナーなど、気軽に来てもらえるものを、春くらいから
始めたいと思っています。

中之島バンクス
松原眞由美さん

トルコ文化協会
　ベリーダンス、料理、トルコ語を３本柱に、さまざまな講座・イベン
トでトルコと日本の文化・人をつないでいる。教室兼事務所は天満橋。
建設企業向けセミナーは、今年中にまずトルコでの開催を目指すという。
☎06-6358-1201

　日本では昨年、東日本大震災がありましたが、私の故郷トルコ
も地震国。10月に東部で大地震があり、11月の余震では、救援活
動の日本人男性が建物倒壊で亡くなりました。「支援に来てくれ
た人が犠牲になるなんて…」とトルコ国民が大きな衝撃を受けた
この件をきっかけに、トルコの住宅の耐震性を高めるプロジェク
トを考えました。日本企業の高い技術力を活かしてもらおうと、
セミナーや商談会の準備を進めています。
　２万人近い死者が出た1999年の大地震以降、トルコでは耐震基
準が強化されましたが、実際には守られていません。コスト削減
で鉄筋の量が少ないとか、資材の強度に問題があるとも言われて
います。トルコの復興を助けるとともに、日本の、特に中小の建
設企業にとってはビジネスチャンス。そんなプロジェクトが大阪・
天満橋発で実現したらうれしいですね。

トルコ文化協会
トプラマオール・Ａ・キャーミルさん

も

ト

っ
と
開
か
れ
た
場
所
に
し
な
け
れ
ば

ル
コ
震
災
復
興
に
大
阪
の
技
術
を

4
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［御舟かもめ］は10人ほどで満員となる小さな船。ナカノシマ大学の昨年
８月の水上講義でもご登場いただき、大好評だった。

水事

辺情
5

新
春
ト
ー
ク
❷

川
の
上
か
ら
見
た
、「
水
辺
」の
こ
れ
か
ら
。

中
野
弘
巳

　

小
型
ク
ル
ー
ズ
船
「
御
舟
か
も
め
」
の
運

航
を
始
め
て
ま
も
な
く
３
年
が
経
つ
。
広
め

の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
小
さ
な
建
屋
を
備
え
た
、

10
人
乗
れ
ば
満
員
と
い
う
小
さ
な
船
。「
川

に
浮
か
ぶ
小
さ
な
家
」と
名
乗
り
な
が
ら「
朝

ご
は
ん
」
や
「
う
た
た
ね
」「
土
木
」「
バ
ー
」

と
い
っ
た
他
に
は
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
中
之

島
や
道
頓
堀
な
ど
あ
ち
こ
ち
を
ク
ル
ー
ズ
し

て
い
る
。

　

近
年
、
中
之
島
を
囲
む
川
の
上
で
は
、
当

方
の
よ
う
な
小
型
船
は
も
ち
ろ
ん
、
水
陸
両

用
車
か
ら
手
こ
ぎ
の
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
ま
で
、

い
ね　

」
と
気
づ
い
た
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
水
辺
を
楽
し
む
方

法
」
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
楽
し
み
方
が
、「
水

辺
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
試
み
の
下
地
と

な
っ
た
。

　

同
時
に
船
着
場
や
中
之
島
公
園
の
整
備
、

橋
梁
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面

の
整
備
も
充
実
し
て
ゆ
く
。
そ
ん
な
中
で

個
々
の
人
の
動
き
が
水
際
に
新
た
な
風
景
を

生
み
出
す
例
も
登
場
す
る
。
土
佐
堀
川
沿
い

に
並
ぶ
「
北
浜
テ
ラ
ス
」
は
、
地
元
の
方
々

と
N
P
O
・
行
政
が
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
時

の
期
間
限
定
で
は
な
く
「
常
設
」
の
川
床
を

実
現
し
た
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
動
き
は
「
水
都
大
阪

２
０
０
９
」
を
始
め
と
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン

ト
で
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
市
民
参
加

型
で
開
催
さ
れ
て
き
た
効
果
も
あ
っ
て
、
休

多
種
多
彩
な
楽
し
み
方
が
登
場
し
て
き
た
。

日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
「
水
都
」
を
掲
げ
て
い

ろ
い
ろ
な
活
動
が
盛
ん
だ
け
れ
ど
、
こ
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
の
豊
か
さ
は
大
阪
な
ら
で
は
だ
。

　

水
辺
を
取
り
巻
く
様
々
な
活
動
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
２
０
０
０
年
代
の

前
半
ご
ろ
。
川
に
台
船
を
浮
か
べ
た
水
上
カ

フ
ェ
や
水
上
タ
ク
シ
ー
運
航
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
や
社
会
実
験
が
、
都
心
部
の
あ
ち
こ
ち

で
開
催
さ
れ
た
。
ど
の
企
画
も
「
水
辺
、
い

日
な
ど
に
「
水
辺
で
過
ご
す
」
と
い
う
ス
タ

イ
ル
は
す
っ
か
り
浸
透
し
た
よ
う
だ
。
船
の

上
か
ら
眺
め
て
い
る
と
よ
く
分
か
る
。
中
之

島
の
水
辺
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
る
方
の
増

え
た
こ
と　
　

街
な
か
の
ク
ル
ー
ズ
の
楽
し

み
は
「
乗
り
合
わ
せ
た
人
同
士
、
そ
し
て
岸

に
い
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
」
と
常
々
ガ
イ
ド
し
て
い
る
私
と
し
て
は
、

嬉
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

御
舟
か
も
め
に
や
っ
て
く
る
お
客
様
を
見

て
い
る
と
、
十
人
十
色
の
楽
し
み
方
を
し
、

感
動
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。
高
架
道
路
の

風
景
を
追
う
方
も
い
れ
ば
、
手
作
り
の
ア
テ

で
ワ
イ
ン
に
興
じ
る
方
も
い
る
。誰
か
が「
味

付
け
」
し
た
既
製
品
で
は
な
く
、
自
分
好
み

に
「
味
付
け
」
し
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
だ
。

こ
ち
ら
も
負
け
じ
と
様
々
な
企
画
を
続
け
て

い
る
。「
小
皿
」
だ
け
れ
ど
色
々
な
「
味
」

を
試
せ
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

　

水
辺
に
は
、
ゴ
キ
ゲ
ン
に
過
ご
す
お
膳
立

て
が
整
い
つ
つ
あ
る
。周
り
を
見
渡
し
て「
あ

れ
気
持
ち
よ
さ
そ
う　
　

楽
し
そ
う　

」「
じ

ゃ
あ
こ
う
や
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
い
る

間
に
、
中
之
島
の
毎
日
は
も
っ
と
面
白
く
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
か
の
・
ひ
ろ
み　

御
舟
か
も
め
船
長
。
折
り
畳
み
自
転
車
と
組
み
合

わ
せ
た「
ク
ル
ー
ズ
ポ
タ
」や
物
件
案
内
を
行
う「
不

動
産
ク
ル
ー
ズ
」、茶
の
湯
に
触
れ
る
「
船
上
茶
会
」

な
ど
、
小
さ
な
船
な
ら
で
は
の
ひ
と
味
違
う
メ
ニ
ュ

ー
が
人
気
。http://w

w
w
.ofune-cam

om
e.net/

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、両
面
の
進
化
。 

「
水
辺
」の
こ
れ
か
ら
。 

！

！

！

！
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6

中

graf
　大阪を代表するデザイン集団。拠点となる中之島の[graf.bld.]はカフェ
ダイニングなども併設する。コンセプトが変わった1階スペースの気にな
る1月のテーマは「お米」と「お祝い」。☎06-6459-2121

竹岡寛文
　天神橋にあるデザイン事務所に
勤務。学生時代に卒論のために東
京・日本橋～京都・三条間540km
ほどの中山道を3週間かけて踏破。
それをきっかけに、街道歩きの魅
力をツアーイベントなどでシマか
ら発信している。

　去年末からですが、grafのテーマ発信として利用していた「graf 
bld.」の1階スペースが、生産者から広がる人の繋がりや関係性、
それにまつわる商品や商材を紹介していく企画でスタートしまし
た。季節や時期によってテーマや食材を変えて、それに沿ったレ
シピの提案や、調理器具の販売、イベントも行います。農業体験
のワークショップなんかも充実させたいですね。
　これは3年くらい前から、自家菜園をつくったりマルシェのプ
ロデュースをさせてもらう機会があった中で、食と人のつながり
の重要性を再認識したことがきっかけです。また、震災のことも
あり、「つくって、食べて、美味しい」っていうのは暮らしにお
いて本当に重要なことなんだと感じています。住宅、商業施設の
デザインももちろん大事ですが、「食」からはじまるコミュニケ
ーションをより良くすることに今非常に興味があり、その部分に
力を入れていきたいです。

　本職はデザイナーですが、学生の時に街道歩きの魅力にとりつか
れて以来、時間を見つけて街道歩きのイベントなどを行っています。
去年は島民さんにも紹介いただき（2011年7月号）、興味を持たれ
た方から、「次はいつ？」という問い合わせも受けています（笑）。
街道歩きの魅力は人間のスケールでつくられた風景がどんどん変
化していくこと。道があり、人の手による建物や史跡があり、そ
の向こうには山や空がある。風景の展開がダイナミック。ネイチ
ャーウオークとは違う街道ならではの醗醐味があります。
　今、最も歩きたいのは熊野古道です。かつて参詣道の起点とし
て賑わった天満橋から熊野へ。何日かに分けて歩いてみたいと考
えています。また、近日中の具体的な活動としては2月3 〜 5日に
行われる「オープン台地 in OSAKA」というイベントで、上町台
地の地下をめぐるツアー（詳細はhttp://uemachi-hope.net/open-
daichi/ で）を行うので興味ある方はぜひどうぞ。

graf
服部滋樹さん

バード・デザインハウス
竹岡寛文さん

之
島
の「
食
」を
ハッ
ピ
ー
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
い

街
道
歩
き
で
地
域
の
魅
力
を
探
し
ま
す
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れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
街
の
持
っ
て

い
る
魅
力
や
人
々
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
て
い
る
人
は
多
い
。

こ
う
し
た
顔
が
見
え
る
特
定
の
個
人
が
、
仕
事
と

は
別
に
、
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
「
面
白
い
か
ら
」

と
言
っ
て
始
め
て
み
た
、
と
い
う
試
み
は
、
最
近

ど
ん
ど
ん
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、

大
勢
に
よ
っ
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

よ
り
も
、
こ
ん
な
自
然
発
生
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
方

が
今
の
時
代
の
気
分
に
沿
っ
て
い
る
気
も
す
る
。

　

本
誌
に
も
連
載
中
の
建
築
家
・
髙
岡
伸
一
さ
ん

は
、
そ
ん
な
街
の
「
お
世
話
役
」
の
代
表
的
な
存

在
だ
ろ
う
。
昭
和
30
〜
40
年
代
の
ビ
ル
を
愛
す
る

7

建
築
家・髙
岡
伸
一
さ
ん
に
聞
く

街
の「
お
世
話
役
」心
得
。

こ
取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

仲
間
と
結
成
し
た
Ｂ
Ｍ
Ｃ
（
ビ
ル
マ
ニ
ア
カ
フ
ェ
）

で
は
、好
き
が
高
じ
て
雑
誌
『
月
刊
ビ
ル
』
を
創
刊
。

ま
た
、
ビ
ル
の
建
設
中
の
記
録
映
像
が
た
く
さ
ん

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
普
及
と
保

存
を
目
指
す
べ
く
立
ち
上
げ
た
「UCFA

（Under 
Construction Film

 A
rchives

）」、
さ
ら
に
講
師

を
務
め
る
大
阪
市
立
大
学
が
船
場
の
街
を
舞
台
に

開
催
す
る
「
ま
ち
の
コ
モ
ン
ズ
」、
同
じ
く
船
場

で
は
大
阪
市
の
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
ゾ
ー
ン
事
業
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
も
あ
り
、
戦
後
建
築
マ
ッ
プ
の
作
成
に

協
力
し
た
り
。
も
ち
ろ
ん
、「
本
業
」
で
あ
る
建

築
家
と
し
て
の
仕
事
も
あ
る
。
一
体
、
ど
ん
な
面

白
さ
や
苦
労
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

Q
き
っ
か
け

　

Ｂ
Ｍ
Ｃ
や
Ｕ
Ｃ
Ｆ
Ａ
の
場
合
は
、
も
と
も
と
好
き

な
者
同
士
が
集
ま
っ
て
、
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
ビ

ル
や
建
設
映
像
な
ど
、「
こ
ん
な
に
す
ご
い
も
の
を

放
っ
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と

が
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

Q
ね
ら
い

　
『
月
刊
ビ
ル
』
に
し
て
も
、
Ｕ
Ｃ
Ｆ
A
で
開
催
し

て
い
る
上
映
会
「
ニ
ッ
ポ
ン
建
設
映
像
祭
」
に
し
て

も
、
目
的
は
そ
れ
を
開
催
す
る
こ
と
自
体
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
い
ビ
ル

や
映
像
の
価
値
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
な
と
考

え
て
い
る
ん
で
す
。
建
設
映
像
な
ん
て
、
実
は
ま
だ

ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
同
じ

価
値
観
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
共
有
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
保
存
や
活
用
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
。

Q
継
続
性

　

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
失

敗
し
た
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
先

ほ
ど
も
言
っ
た
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
自

体
が
目
的
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
と
関
係
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
と
し
ん
ど
い
で
す
よ
ね
。
イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で

き
っ
か
け
で
、
そ
の
あ
と
何
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
が

大
切
。

Q
趣
味
か
仕
事
か

　

よ
く
「
趣
味
か
、
仕
事
か
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
設
計
の
ア
イ
デ
ア

に
つ
な
が
っ
た
り
、
仕
事
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
増
え
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
。

Q
醍
醐
味

　

や
っ
ぱ
り
、
ビ
ル
な
ど
に
ぜ
ん
ぜ
ん
興
味
が
な
か

っ
た
人
に
来
て
も
ら
っ
て
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
で
す
。
で
も
、
基
本
は
自
分
の
住
ん
で

い
る
街
が
少
し
で
も
住
み
や
す
く
な
る
よ
う
な
活
動

に
関
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
日
常
や
人
生
が
気
持
ち
良
い
も
の

に
な
れ
ば
良
い
、
そ
う
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

BMC（ビルマニアカフェ）
　さまざまな職種を持つ５人によって結
成。ビル堪能雑誌『月刊ビル』（実際は
季刊）の発行や、「ビルは使ってなんぼ」
の信条から、味園ビルを使った盆踊りイ
ベントまで企画。パワフル　
http://bldg-mania.blogspot.com/

UCFA
　建築史家の橋爪紳也氏をはじめ、建築
家、編集者らで組織。建設会社が記録し
ていた映像を上映し、その価値を訴える
シンポジウムなどを開催することで、保
存を進める。将来的には映像をアーカイ
ブ化する構想も。
http://ucfa-jp.blogspot.com/

まちのコモンズ
　大阪市立大学都市研究プラザが街と協
働して開催する、北船場を舞台に開かれ
るイベント。トークショーやビルの見学
会、餅つきまで多彩すぎるプログラムで
街や人の魅力を伝える。毎年11月に開催。

！
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現考

場察

　

僕
が
手
が
け
る
場
の
多
く
は
、
せ
い
ぜ
い

数
十
人
が
集
ま
る
程
度
の
こ
じ
ん
ま
り
し
た

も
の
。
大
き
く
経
済
を
生
み
出
す
と
い
う
よ

り
も
、
参
加
す
る
人
た
ち
が
本
当
に
楽
し
め

る
場
を
き
ち
ん
と
カ
タ
チ
に
す
る
、
と
い
う

あ
た
り
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
参
加

者
が
４
〜
５
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

参
加
し
た
人
た
ち
が
満
足
で
き
る
内
容
で
あ

れ
ば
、「
と
て
も
有
意
義

で
し
た
」
と
後
か
ら
ブ
ロ

グ
で
発
信
し
て
み
ん
な
を

悔
し
が
ら
せ
れ
ば
い
い
、

ぐ
ら
い
の
構
え
方
な
の
で
、

続
け
て
い
く
こ
と
に
苦
労

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
。

　
「
場
」
づ
く
り
に
か
か

わ
る
人
の
中
に
は
、
イ
ン

プ
ッ
ト
に
重
き
を
置
く
人

と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
重

き
を
置
く
人
と
が
、
そ
れ

ぞ
れ
い
る
よ
う
に
思
う
。

と
に
か
く
い
ろ
ん
な
人
と

出
会
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

8

新
春
ト
ー
ク
❸

 「
場
」づ
く
り
を
続
け
る
た
め
に
は
。

山
納 

洋

　

参
加
者
交
流
型
サ
ロ
ン
企
画
「
ト
ー
キ
ン

ア
バ
ウ
ト
」、
カ
フ
ェ
空
間
の
シ
ェ
ア
活
動

「
コ
モ
ン
カ
フ
ェ
」、
市
内
の
カ
フ
ェ
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
の
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
情

報
発
信
「
大
阪
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー

! !
」（
Ｐ
11
）
な
ど
、
街
な
か
に
学
び
や
出

会
い
の
場
を
作
り
出
す
と
い
う
取
り
組
み
を
、

も
う
10
年
以
上
も
続
け
て
い
る
。

と
を
吸
収
し
た
い
。
だ
か
ら
場
を
つ
く
り
た

い
と
い
う
人
と
、
い
ろ
ん
な
世
界
を
見
て
、

い
ろ
ん
な
経
験
を
積
ん
だ
後
に
、
そ
の
こ
と

を
誰
か
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
場

を
つ
く
る
人
。
あ
ち
こ
ち
の
現
場
を
見
て
い

る
と
、
イ
ン
プ
ッ
ト
に
軸
足
が
あ
る
人
の
中

に
は
、
場
を
通
じ
て
自
分
の
中
に
新
た
な
可

能
性
を
見
出
し
た
り
、
あ
る
程
度
知
り
合
い

が
増
え
、
い
ろ
ん
な
情
報
が
入
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
段
階
で
、
活
動
を
終
息
さ

せ
て
い
く
人
が
一
定
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

自
分
が
作
っ
て
き
た
場
か
ら
、
自
分
自
身
が

卒
業
し
て
い
く
、
と
い
う
感
じ
だ
ろ
う
か
。

　

僕
自
身
の
軸
足
は
、
基
本
的
に
は
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
に
あ
る
。
な
の
で
、
あ
ま
り
テ
ン
シ

ョ
ン
の
上
が
り
下
が
り
は
な
く
、
活
動
は
自

然
に
続
い
て
い
る
の
だ
が
、
最
近
は
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
場
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
向
け
て
無

理
矢
理
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
、
と
い
う
営
み
を

楽
し
む
よ
う
に
し
て
い
る
。『
月
刊
島
民
』

編
集
発
行
人
の
江
弘
毅
さ
ん
と
２
年
前
に
始

め
た
哲
学
サ
ロ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
ブ
ル

デ
ュ
ー
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、
フ
ー
コ
ー
、
レ
ヴ

ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
ら
の
難
解
な
テ
キ
ス
ト
に

挑
ん
で
き
た
。
こ
の
苦
行
に
も
似
た
取
り
組

み
を
支
え
て
い
る
の
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
快

楽
と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
快
楽
の
両
方
。
単

に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
だ
け
だ
と
つ
ま
ら
な
い
。

自
分
が
〝
お
留
守
”
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が

す
る
の
だ
。

　

今
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の
「
街
道
を
ゆ
く
」

に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
全
43
巻
。
日
本
の
歴
史・

地
理
・
文
化
・
宗
教
に
通
暁
し
た
司
馬
さ
ん

が
、
個
人
に
、
そ
し
て
個
人
が
織
り
成
す
社

会
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
、
そ
し
て
事
実
よ
り

も
む
し
ろ
物
語
と
し
て
の
歴
史
を
語
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
に
強
く
惹
か
れ
る
。
こ
の
壮
大

な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
先
に
、
ど
ん
な
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
を
用
意
し
よ
う
か
と
企
ん
で
い
る
。

や
ま
の
う
・
ひ
ろ
し　

イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
る
本
業
か
た
わ
ら
「
コ
モ
ン
カ

フ
ェ
」
を
主
宰
。「
ト
ー
キ
ン
ア
バ
ウ
ト
」
は
、
淀

屋
橋odona

内
の
ア
イ
・
ス
ポ
ッ
ト
で
月
例
開
催

中
（
Ｐ
13
）。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
喫
茶

店
研
究
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
継
続
中
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

た
め
の
イ
ン
プ
ッ
ト
。 

中崎町の［コモンカフェ］では、紅茶教室など多様なイベントが。

アイ・スポットでの「御堂筋トーキンアバウト」には、いろいろな職種の人が意見交換。

速いぞ！ 阪神目玉は「ジェットカー」。
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9

考

察
講師／黒田一樹
日時／２月22日（水）　7:00PM〜8:30PM（開場6:30PM）
会場／中之島デザインミュージアム（中之島バンクス）
受講料／1,500円
定員／50名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

2012年2月講座

9

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学2月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

黒田一樹
東京在住の中小企業診断士。

『店長入門』（繊研新聞社）
など本業にまつわる著作も
あるが、京阪電車80形の保
存に尽力したり、世界152都
市中80都市で地下鉄に乗っ
たりと、無茶な発想と行動
を愛する鉄道道楽者。特集
のメイン企画執筆を手がけた

『大阪人』「鉄道王国・大阪」
は重版の大ヒット。

「すごいぞ!  大阪の鉄道」

 「すごいぞ!  大阪の鉄道」
講師／黒田一樹（中小企業診断士・鉄道愛好家）

諸君、鉄分4
4 は

足りているか!?

◎今月の授業

鉄道

「上品」の阪急

マルーン色の電車でおなじみ。

新旧共存 南海
難波駅と汐見橋駅の対比を見よ。

ザ・技巧派 京阪
5扉がすごい5000系。

旅情たっぷり 近鉄みんな大好き近鉄特急。

　古くから鉄道好きの間で、大阪・関西
が「私鉄王国」と呼ばれていたことをご
存じだろうか。京阪・阪急・阪神・近鉄・
南海と、個性も歴史もぜんぜん違う鉄道
会社が群雄割拠する様は、東京はおろか
日本全国を見渡してもそうそう見当たら
ないくらいに面白いのだ。
　加えて、それらの私鉄のターミナルが
位置する大阪は、それぞれの沿線ごとに
独自の文化が育まれてきた。どの鉄道を
利用しているかが、その人のパーソナリ
ティの指標になっていたり、沿線の自慢
話を自嘲混じりに言い合うのが、大阪の
人たちは大好きだ。
　東京在住の鉄道愛好家の視点から、こ
の「王国」を羨ましく見つめるのが、月
刊島民の鉄道ご意見番としてもおなじみ
の黒田一樹さん。日本を飛び越え、世界
各国の鉄道を乗る道楽者をして、「大阪
は世界でも有数の個性派鉄道都市。東京

京阪・阪急・阪神・近鉄・南海・JR…
その違いを、電車・駅舎・時刻表などから
独自に分析した「キーワード」で読み解く!

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

速いぞ！ 阪神目玉は「ジェットカー」。

ではあり得ない」と舌を巻かせしめる。
　現在、大阪では私鉄のほかにＪＲも加
わり、熱い競争が繰り広げられている。
そんな状況もまた、「鉄道王国の文化の
豊かさにつながっている」と黒田さんは
指摘。一体、どこがそんなに珍しいのか？
　電車や駅の構造といった私たちにもお
なじみのものから、駅名標示・時刻表・
車内アナウンスなどマニアックな部分か
ら導いた独自のキーワードから、大阪の
鉄道の面白さを解説します　！
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願寺は、寺内町の力がフルに発揮された
場所なんです」と講義の内容を受けつつ、

「江戸幕府は大坂に藩を置かなかった。
この歴史の偶然によって、大阪らしさと
その繁栄の歴1日まで持続する結果につ
ながったんでしょう」と分析した。
　最終回にふさわしく、テーマは現代宗
教のあり方へ。釈先生は「現代の不景気
や東北の震災を受け、仏教の世界も曲が
り角に来ていると感じます。しかし、ユ
ニークなお寺や住職も誕生していて、日
本の仏教は今、面白いと言えます」。髙
島先生も「今ほど書店の仏教書コーナー
がおもしろいことはなかった。みんな、
真剣。宗派・宗教をこえた対話ができる
時代です」。まさしく大阪の神さん仏さ
んの語り部たちが、宗教を超えて語り合
う様子を目の前にして、受講生たちも深
く納得。
　最後まで豊富な知識と軽妙なコミュニ
ケーションで受講生たちを驚かせ、笑わ
せてくれたお二方の、まさに大阪の宗教
性を体現したような毎回の講座は、大き
な拍手に包まれひとまず幕引きとなった。

年１月から始まった釈徹宗先生と
髙島幸次先生の対談シリーズ、神

仏両道から大阪を読み解く「大阪の神さ
ん、仏さん」。５回目の開催となる＜仏
さん編＞その２で、最終回を迎えた。今
回は大阪の商業的発展を語る上で欠かせ
ない仏教宗派「浄土真宗」に的を絞り、
いよいよ宗教都市大阪の核心へ迫った。
　釈先生は最初の基調講義で、「真宗の
最大の特徴は寺内町という宗教都市を独
自で形成したこと。そして大阪を行き交
った海民・山民、特殊技能民ら非定住民
も巻き込んで浸透し、経済ネットワーク
とともに全国へ広がっていったことで
す」と、大阪各地に生まれた寺内町の勢
力を強調。宣教師の書簡や『信長公記』、

頼山陽の文献
などを参考に、
現在の大阪城
にほぼ重なる
位置にあった

「大坂本願寺」をメッカとして、浄土真
宗がいかに大阪の経済発展の「起爆剤」
となり、現在に受け継がれる大阪人のエ
ートスに影響を与えてきたか読み解いた。
　また、江戸期においてほぼ100%が真
宗門徒であった船場の街についても言及。

「商人たちの使う言葉は、独自の美学や
倫理を持つ真宗信徒の誇りの表れでし
た」と、船場が舞台の映画『暖簾』を上
映。髙島先生も「これほど完璧な船場言
葉は聞いたことがない」と唸っていた。
　さらに「真宗と資本主義思想を生んだ
プロテスタントは共通点が多いんです。
脱呪術的で独自の商業倫理をもって仕事
に励む、真宗僧侶も牧師も同様に家庭を
もつ点も似ています」と、大阪が独自の
経済発展を遂げることのできた理由を釈
先生流に分析した。

して後半、髙島先生との対談へ。
髙島先生は寺内町の最大の特徴を、

「信仰」という意思の力、軍事力、経済
力が合わさった共同体であった点に置い
た。「もともと砦の条件を備えた大坂本

昨

そ

 「大阪の神さん、仏さん〈仏さん編〉その2」
@追手門学院 大阪城スクエア　
対談／釈 徹宗（浄土真宗本願寺派住職） 

　　　髙島幸次（大阪大学招聘教授／大阪天満宮文化研究所員） 

2011年11月24日（木）

講義レポート

10

最後に髙島先生は「今、宗教を考え
ることは最高におもしろい。我々は何
を求め、どう生きていけばいいのか。
講座が終わっても、書店の宗教コー
ナーへはぜひ足を運んでください」と、
釈先生の著書を紹介も含めた挨拶で、
会場の笑いを誘った。

コーディネーターでもあった釈先生から
は「最初はゲストとしてご登場いただ
いた髙島先生とのお話がおもしろく、
気づけば早５回。本当に楽しいシリー
ズでした」と感謝で締めくくった。

船場と浄土真宗の関係性を知るために、釈先生が
持参した映画『暖簾』。全員でじっと見入っていた。
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21世紀の懐徳堂プロジェクト
1月の時間割 ナカノシマ大学ほか、

中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

11

◎21世紀の懐徳堂プロジェクトとは…
ナカノシマ大学が、（財）大阪21世紀協会、大阪大学、大阪市と連携しながら、
大阪の街に「市民が学ぶための場所」を広げていくためのムーブメントです。

「中之島の水辺で水上さんぽ」奥谷 崇（水辺ガイド） 参加費：3,000円（レンタル一式＋保険＋協力金）
☆毎日開催☆年中楽しめるパドルボード！バランス感覚が身に付きエクササイズにもオススメ！（約1時間）

土7 会
場
Ｄ

8:00AM～
10:00AM～
2:00PM～
4:00PM〜

A common café　大阪市北区中崎西1-1-6 吉村ビルB1F　
☎06-6371-1800　http://www.talkin-about.com/cafe/
B 雑貨屋Biscuit cafe　大阪市北区中崎西1-9-24 中崎ハウス202　
☎090-9254-1223　http://biscuit-cafe.com/
C morrison（studio）　大阪市福島区吉野4-20-13　
☎080-3113-4816　http://webmorrison.com/
D 若松の浜　大阪市中央区南船場2-7-14 大阪写真会館3F　
☎06-6125-0550　http://aquastudio.jp/　※お問い合わせ：アクアスタジオ

E フレイムハウス　大阪市中央区淡路町1-6-4　☎06-6226-0107　
misalele39@gmail.com　http://www.katana.cx/~fureimu/
F ポーポー屋　大阪市西区北堀江1-14-21 鳥かごビルヂング２F
☎06-6531-7827　http://www.po-po-ya.net/
G 貸本喫茶ちょうちょぼっこ　大阪市西区北堀江1-14-21 鳥かごビルヂング4F
http://www.geocities.co.jp/chochobocko/

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。
※大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、参加店舗を募集中です。お問い合わせはsingles@do.ai（common café）まで。

「英米文学のおいしい時間：フェアリーたちと迎える新年」武田雅子（英米文学）・中東ゆうこ（料理担当） 
料金：3800円（テキスト＋クリスマスランチ付き）　英文学のあちこちに顔をのぞかせる妖精たちを追っかけて～「フェアリー・ラン
チ」もお楽しみに♪

土14
会
場
F

11:00AM～
1:30PM

「初心者のための 絵画塾～オイルパステル」柿坂万作（画廊喫茶フレイムハウス店主） 受講料：2,500円（画
材費込み）　絵の基本を学びましょう。オイルパステル（クレパス）を使って身近な静物を描きます。エプロン、手ぬぐいお持ち下さい。

土14
会
場
E

2:00PM～
4:00PM

「ワイン講座 ～ブルゴーニュ パート２」N.Lee（ボンバール江戸堀店主：ワインコーディネイター） 
受講料：３,５00円　ソーヌ河を遡るワイン紀行の２回目。さらに充実のワイナリーご紹介。４種ほどテイスティングを。

日15
会
場
E

 2:30PM～
4:30PM

「聴いて読む＆洋書絵本を読む」山崎一郎（翻訳家） 参加費：1,500円（お茶付き）
今回は、アンソニー・ブラウン著 『Shape　game』 を読む予定です。

水18 会
場
Ｇ

7:00PM～

「食べられないお菓子なワークショップ#01『チョコレートのカード作り』」井出由希子（お菓子なクラフター） 
参加費：1,800円（材料費＋紅茶とチョコレート込）　食べられないチョコレートやアンティークスイーツチケットなどをコラージュしたメッセージカー
ドを作ります♪詳細はＨＰにて＊ボードに立ってパドルを漕いで進む水上さんぽ。バランス感覚が身に付きエクササイズにもオススメ！（約１時間）

土
・
日21・22

会
場
B

10:30AM～

「工作教室Coppa!! ストローで立体モビールをつくろう！」ムラバヤシケンジ（アーチスト） 料金：1,500円　
色んな色のストローを組み合わせて、きれいな立体模様のモビールを作りましょう！

土21 会
場
Ｃ

2:00PM～
4:00PM

「ポーポー屋料理教室『今年こそ、お弁当を作ろう！』」中東ゆうこ（ポーポー屋店主） 料金： 3,800円　
食べて美味しい～見せて楽しい～お弁当作りが楽しくなる秘訣をお伝えします。生姜みそも作ります。

日
・
水22・25

会
場
Ｆ

22日／11:00AM
～2:00PM

25日／7:00PM
～9:30PM

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家） 受講料：1,500円　
古今東西の名作を参加者全員で読みまくる夜です。具体的に配役に分けて、名作文章の世界を楽しんでいただきます。

火24 会
場
Ａ

 7:30PM～
9:30PM

「ばんどう酒店の日本酒セミナー『冬の日本酒とうまい肴』」坂東武子（ばんどう酒店） 料金：5,000円（日
本酒6種＋酒肴いろいろ）　日本酒の冬の美味しい飲み方を紹介いたします。日本酒に合った酒肴の数 も々紹介。

土28 会
場
Ｆ

6:00PM～
8:00PM

「三日月豆の苔玉教室『苔箱庭を作りましょう』」松本佳子（三日月豆・店主） 参加料： 5,000円（箱庭材料
＋お弁当＋お茶） 15cm角の正方形の木箱に、植物と苔と石を使って箱庭を作ります。木箱は焼き板と白と選べます。

日29 会
場
Ｆ

11:00AM～
1:00PM

4:30PM～
6:30PM

「レヴィ＝ストロース『野生の思考』を読む」江弘毅（月刊島民編集長）×山納洋（common café） 参加料：
1,500円　未開人の〈神話的思考〉の中に近代西欧の〈科学的思考〉とは違う論理性を見出した“構造主義の金字塔”に挑戦。

火31 会
場
Ａ

7:30PM～
9:30PM
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3/23（金）ナカノシマ大学に

中沢新一来る!
ナカノシマ大学に人類学者の中沢新一先生が再び登場!
2010年4月講座「大阪アースダイバーへの道」に続き、大阪について真正面から語る。
週刊現代の連載「大阪アースダイバー」も終盤にさしかかる中、
中沢先生の捉える大阪の都市像はどのように姿を変えたのか。請うご期待!

＠北御堂　◎申し込み受付は1月下旬スタート! 　諸君、刮目して待つべし!

大阪大学21世紀懐徳堂

「燃える愛〜北欧の料理にみる愛のかたち」古谷大輔（大阪大学世界言語研究センター准教授）
古今東西の世界の諸文明で育まれてきた様々な愛のかたち。講義では世界史上に見る愛のかたちを振り返りつつ、調理では皆さん
と極北の北欧で食されてきた家庭料理を囲んで、氷雪をも溶かす愛の姿を見てみましょう。
◎課題料理／燃える愛（マッシュポテト＆ベーコン）、ミートボールのブラウンソース・コケモモジャム添え、えんどう豆のスープ、焼きリンゴ

6:30PM〜
9:00PM水2/8

●大阪大学×大阪ガス「アカデミクッキング」「専門分野の講義」＆「料理実習」で〝学問するココロ〟が実践的に身につきます。

会場／大阪ガスクッキングスクール千里　申込受付期間／1月7日（土）～12日（木）（web申込受付は1月7日（土）0:00AM～、電話受付は1月10日（火）11:00～　
※申込多数の場合は抽選の上、当選者にのみ1月13日（金）に案内を発送。申し込み・問い合わせ／大阪ガスクッキングスクール千里☎06-6871-8561　
http://www.og-cookingschool.com/

会場／アートエリアB1　参加費／全て無料　当日先着順・入退場自由　問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター
（CSCD）☎06-6850-6632　［場所などについて］アートエリアB1 ☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下１階の［アートエリアB1］。1月のラインアップはこんな感じ。

中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「人生って、あっという間？」 定員：50名程度
新年も10日がすぎて、気づけば次の新年がやってきて、また次の新年がやってきて……。そう考えると人の一生は意外と早いなと思
ってしまいます。そういうわけで、新年最初のテーマは「人生って、あっという間？」です。お気軽にどうぞ。
進行役：桑原英之（カフェフィロ）　カフェマスター：本間直樹（大阪大学CSCD教員）

7:00PM〜
9:00PM水11

研究ときめき＊カフェ「ボツリヌス食中毒の秘密」 定員：40名程度
「辛子レンコン」事件で有名になったボツリヌス食中毒は、ボツリヌス菌の出す毒素が引き起こすものです。ボツリヌス毒素はタンパク
質の一種ですが、胃腸で消化されず体内に侵入します。この毒素の研究は、食中毒の治療や胃腸粘膜の仕組みにせまるだけではな
く、新しいタイプの治療薬の開発へつながる大きな可能性を秘めています。ゲスト：藤永由佳子（大阪大学微生物病学研究所特任
教授）　カフェマスター：坂野上淳（大阪大学免疫学フロンティア研究センター特任准教授）

6:30PM〜
8:00PM木19

中之島哲学コレージュ／哲学セミナー「高齢者ドライバー問題を考える」 定員：50名程度
近年、都市部を中心に、交通事故件数の減少傾向に対して、65歳以上の高齢者ドライバーによる事故件数は増加傾向にあるとも
言われています。こうした状況の中、高齢者に対する運転免許返納を推奨したり、強制的に返納させたりすることは、倫理的に妥当
なのでしょうか？　応用倫理学の視点から考えてみましょう。ゲスト：奥田太郎（南山大学社会倫理研究所准教授）　進行役：三浦隆
宏（摂南大学非常勤講師）　カフェマスター：本間直樹（大阪大学CSCD教員）

7:00PM〜
9:00PM金27

会社帰りにふらりとどうぞ！ 申し込み不要の講座もたくさん。

火
〈展示プログラム〉

2:00PM〜
8:30PM17

〈展示プログラム〉
2:00PM〜7:00PM

〈人形浄瑠璃上演〉
7:00PM〜8:30PM

水18

JYORURIカフェ「ぶらり浄瑠璃～おもろいんやな、コレが～」 定員：40名程度
大阪のてっぺんにある能勢町で200年間育まれた浄瑠璃に、人形を合わせた「能勢人形淨るり」。今回、大阪大学学生たちの企画
のもと、伝統芸能でありながら様々な挑戦を続ける能勢淨るりシアターと協力し、中之島での上演にチャレンジします。人形が、人間
以上に人間らしく舞台で生きる様を、様々な世代の方に楽しんでいただきたいと思います。
ゲスト：淨るりシアター、能勢人形浄瑠璃鹿角座　カフェマスター：永田靖（大阪大学文学研究科教授）
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3月まで
毎月開講！

予約なし
でもＯＫ

都市大阪創生研究会presents「港からみえる水都大阪」第2回／大正区探訪
ナビゲーター：山納洋（大阪ガス）　ゲスト：松田邦雄（大正まち案内人協会・代表）
大阪のベイエリアは今でも、過去の港としての面影を色濃く残し、その文脈の上に地域の再活性化をはかる取り組みも
行われつつあります。この連続ワークショップでは、大阪の港湾エリア各区について、その歴史的背景や現状に詳しい
方にお話をうかがいつつ、各エリアの今後の展望を探っていきます。

7:00PM〜
9:00PM水18

御堂筋Talkin’About vol.13「大阪リ・デザイン計画」
話題提供：『co-design』プロデュース塾塾生
ナビゲーター：生駒伸夫（生駒ビルヂング）・小川清（平岡珈琲店）・山納洋（大阪ガス）
企業競争力の強化、まちづくりなど、デザインの力は多様な側面から注目されていますが、デザイナーの持つ創造性が
経済や文化、地域活性化に活かされるためには、企業や行政の連携の形をうまくデザインする必要があります。大阪か
ら素晴らしいデザインを次々に生み出すためのシクミを考えます。

7:00PM〜
9:00PM月23

「野生の共和国・淀川～②汽水域の生きものたち」
講師：河合典彦（淀川環境委員会）
今からおよそ4000～3000年前（縄文時代の後半）、現在の大阪平野は河内潟という汽水湖でした。当時の環境はどのよう
なものであったのでしょうか。今も淀川下流に息づくさまざまな生きものたちを通して想像することができます。自然豊かな淀川
をめざして活動する「淀川環境委員会」の河合さんに、淀川下流に棲む魚やさまざまな生きものについて教えてもらいましょう。

同時開催！「淀川に棲む魚たち」　展示期間：1/27（金）〜2/5（日）

7:00PM〜
8:30PM月30

船場大学淀屋橋キャンパス「被写体から学ぶ街と人」
講師：小西國広（［スタジオコニシ］店主）
中央区平野町で「カメラ」を通して大阪の街、風景、人、家族などを見つめ接してきたプロフェッショナルから、街での過ご
し方、風景や景色の楽しみ方、街の歩き方などを学びます。講義の後には、講師と参加者全員でフリートーク＆ディスカ
ッションを予定しています。

7:00PM〜
9:00PM火24

「野生の共和国・淀川～①淀川下流域の野鳥」
講師：菊井睦夫（野鳥写真家）
淀川には野生の多くのいきものが棲息し、そこで環境問題や教育に取り組む市民もいます。その一つ、河川敷での自
然観察会などの活動を行う「淀川ネイチャークラブ」副会長で野鳥写真家でもある菊井さんに、淀川に暮らす鳥たちの
様子についてお話ししていただきます。

同時開催！「淀川の鳥〜菊井睦夫写真展」　展示期間：1/16（月）〜26日（木）

7:00PM〜
8:30PM月16

「戦争にもルールがある―武力紛争の国際法」
和仁 健太郎（大阪大学大学院国際公共政策研究科・准教授） 定員30名 

「恋愛と戦争においてはすべてが許される」という格言がありますが、国際法には「武力紛争法」という分野があり、戦争における国家の
行動は規律されます。この武力紛争法（他国間の戦争において第三国がとるべき態度を定める「中立法」を含む）についてお話します。

金27

淀屋橋駅直結の複合型商業施設「淀屋橋odona」の2階にある情報発信スペース「アイ・スポット」では、
大阪の歴史に関する展示が無料で見られるほか、月刊島民をはじめとするフリーペーパーなど街の情報も集まっています。
さらに、毎月さまざまなミニセミナーも開催。会社帰りに、街遊びのついでに、ぜひお立ち寄りください！

お申し込みは、講座名・受講者ご本人のお名前・電話番号を、電話かメール、FAXでお知らせ下さい。
アイ・スポットまで電話・FAX・メールにて、氏名・電話番号・参加希望講座名をご連絡ください。定員に余裕がある場合は、当日入場も可能です。

アイ・スポット　大阪市中央区今橋4-1-1　淀屋橋odona2階　TEL＆FAX.06-4866-6803　E-MAIL.i-spot@voice.ocn.ne.jp　
開館時間／11:00AM〜9:00PM（土・日・祝〜8:00PM）　年末年始休　地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅10番出口直結　京阪本線「淀屋橋」駅徒歩1分　
http://www.city.osaka.lg.jp/keikakuchosei/page/0000018184.html

淀屋橋odona アイ・スポット通信

トーク＆
展示

トーク

トーク

●大阪大学21世紀懐徳堂 i-spot講座 いろんなものさしシリーズ

6:30PM～
8:00PM

会社帰りにふらりとどうぞ！ 申し込み不要の講座もたくさん。

トーク＆
展示

セミナー

13
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東
北
旅
行
を
終
え
た
あ
と
、
一
人
旅
に
も
す
っ
か
り

慣
れ
た
私
は
、
大
学
２
回
生
か
ら
３
回
生
に
か
け
て
、

あ
ち
こ
ち
小
旅
行
を
繰
り
返
し
た
。

　

２
回
生
の
10
月
に
は
、
鳥
取
砂
丘
へ
行
っ
た
。
こ
れ

は
安
部
公
房
の
『
砂
の
女
』
の
影
響
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
小
説
を
読
ん
だ
の
は
も
っ
と
あ
と
な
の
で
、

テ
レ
ビ
で
見
た
勅
使
河
原
宏
監
督
の
映
画
『
砂
の
女
』

に
触
発
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

砂
丘
に
着
い
た
の
は
よ
く
晴
れ
た
夕
方
で
、
防
砂
林

を
過
ぎ
る
と
視
界
が
一
気
に
開
け
、
夕
陽
に
映
え
た
広

大
な
砂
丘
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
て
感
動
し
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
美
し
い
風
紋
も
あ
り
、
裸
足
に
な
っ
て
走

り
ま
わ
る
と
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

　

２
日
目
は
雨
で
、
無
人
の
砂
丘
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
、

そ
の
う
ち
時
間
と
方
向
の
感
覚
が
消
え
、『
砂
の
女
』

の
主
人
公
の
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。「
砂
丘
館
」
と

い
う
ド
ー
ム
状
の
窓
の
な
い
資
料
館
に
も
行
っ
た
が
、

人
影
は
な
く
、
薄
暗
い
展
示
室
に
キ
ジ
を
咥
え
た
キ
ツ

ネ
の
剥
製
な
ど
が
置
い
て
あ
っ
て
無
気
味
だ
っ
た
。

 　

翌
11
月
に
は
、
松
山
の
道
後
温
泉
を
訪
ね
た
。
夏
目

漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
舞
台
を
見
る
た
め
で
あ
る
。

　

道
後
温
泉
は
大
き
な
神
社
み
た
い
な
造
り
で
、
３
階

建
て
の
屋
根
の
て
っ
ぺ
ん
に
鳳
凰
の
飾
り
が
つ
い
て
い

た
。
２
階
の
「
神
の
湯
」
へ
行
く
と
、
座
敷
が
あ
り
、

そ
こ
で
浴
衣
に
着
替
え
て
１
階
の
浴
場
へ
下
り
る
。
湯

船
の
中
に
一
抱
え
以
上
も
あ
る
石
臼
の
よ
う
な
も
の
が

据
え
て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
湯
が
出
て
い
た
。

　

壁
に
「
湯
の
中
で
泳
ぐ
べ
か
ら
ず
」
と
書
い
た
看
板

が
あ
り
、
小
説
の
主
人
公
が
こ
こ
で
泳
い
だ
翌
日
に
掛

け
ら
れ
た
禁
令
に
ち
な
ん
で
い
る
の
は
わ
か
る
が
、
横

に
「
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』」
と
但
し
書
き
し
て
あ
る

の
は
興
ざ
め
だ
っ
た
。

　

夜
、
町
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
と
、
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場

が
あ
っ
た
の
で
、
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
入
っ
た
。
そ
れ
ま

で
ス
ト
リ
ッ
プ
シ
ョ
ー
は
、
大
学
に
合
格
し
た
あ
と
、

予
備
校
時
代
の
友
だ
ち
と
大
阪
で
一
度
見
に
い
っ
た
だ

け
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
後
ろ
の
席
し
か
空
い
て
な
く

て
、
肝
心
の
モ
ノ
が
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
失
望
し
た
記

憶
し
か
な
か
っ
た
。
道
後
温
泉
の
劇
場
は
さ
び
れ
て
い

て
、
客
は
数
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
私
は
い
わ
ゆ
る
か

ぶ
り
つ
き
に
陣
取
り
、
踊
り
子
さ
ん
に
全
神
経
を
集
中

し
た
。
着
物
姿
や
宝
塚
歌
劇
の
よ
う
に
着
飾
っ
た
女
性

が
登
場
し
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
衣
装
を
脱
い
で
い
く
。

私
は
口
か
ら
心
臓
が
飛
び
出
そ
う
な
ほ
ど
興
奮
し
た
が
、

や
は
り
肝
心
の
と
こ
ろ
は
見
え
な
か
っ
た
。
衣
装
と
身

の
こ
な
し
で
、
見
え
そ
う
で
見
え
な
い
状
態
を
続
け
、

最
後
に
一
瞬
だ
け
垣
間
見
さ
せ
て
、
舞
台
袖
に
消
え
る

の
で
あ
る
。
じ
っ
く
り
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
観
客
は
、

当
然
、
満
足
で
き
な
い
。
そ
う
や
っ
て
客
を
引
っ
張
る

の
だ
な
と
、
妙
に
感
心
し
つ
つ
納
得
し
た
。

　

翌
日
は
漱
石
が
教
鞭
を
執
っ
た
松
山
東
高
校
に
行
っ

た
。
た
ま
た
ま
こ
の
日
は
同
校
の
文
化
祭
で
、
い
ろ
い

ろ
な
催
し
が
あ
っ
た
。
漱
石
に
ち
な
む
も
の
が
残
っ
て

illustration: maki yoshimura
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い
な
い
か
と
、
学
生
や
教
師
に
質
問
し
た
が
、「
漱
石
？

何
か
あ
っ
た
か
な
」
と
冷
淡
な
反
応
だ
っ
た
。
考
え
れ

ば
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
漱
石
は
松
山
を
決
し
て
よ
く

は
描
い
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
地
元
で
は
あ
ま
り
人
気

が
な
い
の
だ
な
と
実
感
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
図
書
室

に
は
大
江
健
三
郎
の
写
真
が
貼
っ
て
あ
り
、「
先
輩
！
」

と
矢
印
の
落
書
き
が
あ
っ
た
。

 　

３
回
生
に
な
っ
て
す
ぐ
の
４
月
に
は
、
阿
蘇
の
草
千

里
で
油
絵
を
描
く
旅
に
出
た
。
き
っ
か
け
は
そ
の
年
の

１
月
に
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
た
ゴ
ッ
ホ
展

で
あ
る
。
私
は
も
と
も
と
絵
が
好
き
で
、
高
校
の
美
術

の
延
長
で
自
分
で
も
油
絵
を
描
い
て
い
た
。
展
覧
会
で

は
は
じ
め
て
み
る
実
物
の
ゴ
ッ
ホ
に
感
動
し
、
中
で
も

「
ひ
ば
り
の
い
る
麦
畑
」
に
は
、
曇
り
空
に
暖
か
な
風

を
感
じ
て
、
し
ば
ら
く
絵
の
前
か
ら
動
け
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、夏
目
漱
石
を
特
集
し
た
本
で
、『
二
百
十
日
』

の
舞
台
に
な
っ
た
新
緑
の
草
千
里
の
写
真
を
見
て
、
こ

こ
を
ゴ
ッ
ホ
の
麦
畑
ふ
う
に
描
き
た
い
と
思
っ
た
の
で

あ
る
。

　

い
つ
も
旅
行
に
持
っ
て
い
っ
て
い
た
祖
父
譲
り
の
革

ト
ラ
ン
ク
の
ほ
か
に
、
10
号
の
キ
ャ
ン
バ
ス
と
絵
具
箱
、

折
り
た
た
み
の
イ
ー
ゼ
ル
を
持
っ
て
、
弁
天
町
の
大
阪

港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
小
旅
行
は

だ
い
た
い
２
泊
３
日
だ
っ
た
が
、
今
回
は
往
復
夜
行
で

４
泊
の
旅
程
だ
。

　

別
府
か
ら
バ
ス
で
草
千
里
ま
で
行
く
と
、
あ
い
に
く

新
緑
に
は
早
す
ぎ
て
、
一
面
、
枯
れ
た
芝
色
で
が
っ
か

り
し
た
。
そ
れ
で
も
空
が
ド
ー
ム
状
に
思
え
る
ほ
ど
の

空
間
の
広
が
り
に
は
感
動
し
た
。
さ
っ
そ
く
イ
ー
ゼ
ル

を
立
て
、
ス
ケ
ッ
チ
の
ラ
イ
ン
を
引
き
、
キ
ャ
ン
バ
ス

に
下
塗
り
を
し
て
、
描
き
は
じ
め
た
。
あ
ら
か
た
色
を

の
せ
、
そ
の
日
は
内
牧
温
泉
に
泊
ま
っ
た
。

　

翌
日
も
翌
々
日
も
草
千
里
に
通
っ
て
、
制
作
を
続
け

た
が
、
ゴ
ッ
ホ
の
よ
う
に
は
光
も
風
も
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
離
れ
て
絵

を
見
直
そ
う
と
数
歩
下
が
る
と
、
さ
っ
と
風
が
吹
い
て
、

キ
ャ
ン
バ
ス
が
手
前
に
倒
れ
た
。
油
絵
具
は
水
彩
と
ち

が
っ
て
乾
き
が
遅
い
。
キ
ャ
ン
バ
ス
を
持
ち
上
げ
る
と
、

案
の
定
、
一
面
に
枯
れ
た
芝
が
貼
り
つ
い
て
、
取
り
除

く
の
に
半
時
間
以
上
か
か
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
も
創
作
意
欲
は
湧
か
ず
、
パ
レ
ッ
ト
で
適

当
に
絵
具
を
混
ぜ
て
い
る
と
、
オ
レ
ン
ジ
色
と
黄
緑
の

混
合
で
、
き
れ
い
な
黄
土
色
に
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

小
学
生
の
と
き
、
習
い
事
の
絵
の
先
生
が
、「
黄
土
色

だ
け
は
色
を
混
ぜ
て
作
り
に
く
い
」
と
言
っ
て
い
た
の

を
思
い
出
し
、
思
わ
ず
先
生
に
教
え
た
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
制
作
は
さ
っ
ぱ
り
進
ま
ず
、
結
局
、
家
に

帰
っ
て
仕
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
ま
ま
、
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
て
し
ま
っ
た
。

 　

３
回
生
の
夏
休
み
に
は
、
三
重
県
の
神
島
に
行
っ
た
。

三
島
由
紀
夫
の
『
潮
騒
』
の
舞
台
を
訪
ね
る
た
め
で
あ

る
。
三
島
由
紀
夫
の
作
品
は
、『
金
閣
寺
』
や
『
午
後

の
曳
航
』
も
好
き
だ
っ
た
が
、
恋
愛
も
の
の
『
潮
騒
』

に
も
惹
か
れ
て
い
た
。
特
に
、
初
江
と
信
治
が
は
じ
め

て
抱
き
合
う
観
的
哨
を
見
て
み
た
か
っ
た
。
三
島
由
紀

夫
が
そ
こ
で
何
を
感
得
し
た
の
か
、
知
り
た
か
っ
た
か

ら
だ
。

　

近
鉄
電
車
で
鳥
羽
ま
で
行
き
、
小
さ
な
連
絡
船
で
１

時
間
ほ
ど
か
け
て
荒
海
を
越
え
到
着
し
た
。
周
囲
４
キ

ロ
ほ
ど
の
小
島
で
、
海
岸
線
ま
で
山
が
迫
り
、
村
は
船

着
き
場
近
く
の
狭
い
地
域
に
固
ま
っ
て
い
た
。

　

観
的
哨
は
、
旧
日
本
陸
軍
が
対
岸
の
伊
良
湖
崎
か
ら

行
う
実
弾
演
習
の
着
弾
点
を
観
測
す
る
施
設
で
、
写
真

で
見
る
と
、
箱
形
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
２
階
建
の
モ
ダ
ン

な
感
じ
の
廃
墟
だ
。
灯
台
の
裏
手
か
ら
道
な
き
山
道
を

登
る
と
、
雑
木
と
草
に
埋
も
れ
て
、
ま
る
で
南
方
の
日

本
軍
基
地
の
遺
跡
の
よ
う
な
建
物
が
現
れ
た
。
周
囲
は

だ
れ
も
お
ら
ず
、
夏
の
熱
い
陽
射
し
だ
け
が
照
り
つ
け

て
い
た
。
建
物
の
中
に
は
何
も
な
い
が
、
壁
一
面
に
落

書
き
が
あ
っ
て
、
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
た
。

　
「
愛
と
恋
は
ど
う
ち
が
う
の
か
」「
僕
た
ち
に
と
っ
て

結
婚
と
い
う
言
葉
は
禁
句
。
僕
は
子
ど
も
で
君
は
大
人
。

い
つ
か
別
れ
が
…
…
」「
私
の
頭
の
中
は
あ
な
た
の
こ

と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
う
か
私
の
本
当
の
気
持
を
わ

か
っ
て
く
だ
さ
い
」「
俺
は
本
当
に
洋
子
が
好
き
だ
。

い
つ
か
洋
子
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
ら
何
を
思
い
出
す

だ
ろ
う
…
…
」

　

何
の
装
飾
も
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
書
か
れ
た

こ
れ
ら
の
落
書
き
は
、
哀
し
い
恋
の
訴
え
に
満
ち
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。「
消
さ
な
い
で
！
」
と
木
炭
で
書
か

れ
た
言
葉
は
、
私
の
耳
に
叫
び
声
の
よ
う
に
は
っ
き
り

聞
こ
え
た
。

　

三
島
由
起
夫
が
こ
こ
を
愛
の
聖
地
に
変
え
た
の
か
、

そ
れ
と
も
こ
の
場
が
彼
に
愛
の
小
説
を
書
か
せ
た
の
か
、

私
は
蒸
る
よ
う
な
廃
墟
で
、
茫
然
と
考
え
て
い
た
。

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。

「先月５日の『読書会』は大勢の方に来ていただき、ありがとうございました。
ゲストの仲野徹・阪大医学部病理教授は同級生で、つい学生時代と同じノリではしゃいでしまいました。
内輪ネタで盛り上がってしまい、スミマセンでした」
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な
ど
が
受
け
ら
れ
る
の
も
嬉
し
い
と
こ
ろ
。

そ
し
て
何
よ
り
、あ
の
朝
日
新
聞
ビ
ル
に“
用

事
”
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
凛
々
し
い
警
備

員
に
も
「
ど
も
っ
！
」
っ
て
挨
拶
し
て
も
ら

え
る
の
は
気
持
ち
い
い
の
だ
。

　

か
つ
て
こ
の
中
之
島
教
室
の
「
彩
墨
画
教

室
」
に
通
っ
た
経
験
の
あ
る
筆
者
。
好
立
地

で
通
い
や
す
く
、
ま
た
設
備
の
整
っ
た
各
教

室
は
、
ま
さ
に
手
ぶ
ら
の
ま
ま
勉
強
で
き
る

好
環
境
。
ま
た
会
員
や
受
講
生
た
ち
の
た
め

の
サ
ロ
ン
で
は
、
そ
の
他
の
講
座
や
特
別
講

座
の
案
内
チ
ラ
シ
を
手
に
取
る
こ
と
が
で
き

て
、
未
知
の
向
学
心
だ
っ
て
む
く
む
く
と
湧

い
て
く
る
の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　
「
会
員
以
外
の
方
に
も
自
由
に
受
講
し
て

い
た
だ
け
る
特
別
講
座
も
、
話
題
性
の
あ
る

も
の
を
常
に
企
画
し
て
い
ま
す
か
ら
、
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」
と
森
本
さ
ん
。

　

シ
マ
の
ど
真
ん
中
で
、
知
的
好
奇
心
を
存

分
に
満
た
し
て
く
れ
る
「
朝
カ
ル
」
は
、
用

が
な
く
て
も
ふ
ら
り
と
訪
れ
る
べ
き
知
的
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
だ
。

各種割引もありがたいけれど、何より嬉しい「教室は、名建築」。
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　入会金は5,250円。教室の受
付窓口ほか、インターネットか
らでも手続き可能。会員資格は
原則として３年間有効で、継続
する場合は、更新料1,050円が
必要。シルバー割引、学生割引
などもあり。会員でなくても受
講できる公開講座なども多い。
2013年からは、中之島フェステ
ィバルタワーにて新装開店の予定。
☎06-6222-5222　
http://www.asahiculture.com/
nakanoshima/

サロンスペースは受講者たちの憩
いの場。お昼時にはおばさま方の
趣味談義に花が咲く。実は会員で
なくても利用できるので、ちょっ
とお茶しに来てみては。受講生の
作品があちこちに飾られるのも、
やる気を盛り上げる演出の一つか。

朝日カルチャーセンター
中之島教室

続・中之島に「入会」しませんか?

 「会員」のススメ。
取材・文／石原 卓（本誌）

N A K A N O S H I M A  M E M B E R S H I P

朝日カルチャーセンター 中之島教室

回
か
ら
、「
人
生
死
ぬ
ま
で
勉
強

だ
！
」
的
な
島
民
の
た
め
の
、
お
得

か
つ
楽
し
い
「
会
員
」
に
な
れ
る
ス
ポ
ッ
ト

を
ご
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
は
中
之
島
の
真
ん

中
と
も
言
え
る
渡
辺
橋
南
西
に
そ
び
え
る
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
、
朝
日
新
聞
ビ
ル
５
階
に
位
置

す
る
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
。
昭
和

49
年
（
1
9
7
4
）
に
朝
日
新
聞
の
後
援
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
成
人
教
育
機
関
」
で
、

全
国
14
都
市
に
教
室
が
置
か
れ
て
い
る
老
舗

的
存
在
。
な
ん
と
6
0
0
0
あ
ま
り
の
講
座

が
置
か
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

３
ヶ
月
ご
と
の
期
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で

は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
4
5
0
講
座
ほ
ど
が
常
に

開
催
さ
れ
て
い
る
中
之
島
教
室
は
、
全
国
で

も
大
規
模
な
存
在
だ
。「
中
之
島
教
室
の
特

色
と
し
て
、
考
古
学
や
古
代
史
の
講
師
の
先

生
が
充
実
し
て
い
て
人
気
な
ん
で
す
」
と
講

座
担
当
の
森
本
さ
ん
。
平
日
昼
間
に
開
か
れ

る
壮
年
層
を
狙
っ
た
講
座
が
大
人
気
だ
と
か
。

ま
た
夜
の
時
間
帯
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や

Ｏ
Ｌ
を
対
象
と
し
た
語
学
系
講
座
や
、
各
大

学
と
の
提
携
講
座
な
ど
を
多
数
開
講
。
そ
の

立
地
の
良
さ
か
ら
仕
事
帰
り
に
も
う
ひ
と
勉

強
、
と
い
う
島
民
た
ち
に
も
根
強
い
人
気
を

誇
っ
て
い
る
。

て
、
会
員
に
な
る
と
ど
の
よ
う
な
特

典
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
３
年
間
に
わ

た
っ
て
会
員
価
格
で
各
講
座
が
受
講
で
き
る

ほ
か
、
旅
行
や
買
い
物
で
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

今さ
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昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
に
完
成
し
、
80

年
を
経
た
今
も
現
役
の
朝
日
ビ
ル
は
、
当
時

専
門
家
た
ち
の
間
に
衝
撃
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
た
。
関
西
を
代
表
す
る
建
築
家
や
都
市
計

画
家
た
ち
に
よ
る
座
談
会
で
は
、「
日
本
中

で
の
最
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
建
物
」
と
評
さ
れ

た
。
そ
の
く
ら
い
衝
撃
的

で
、
前
衛
的
だ
っ
た
の
だ
。

　

朝
日
新
聞
社
は
創
刊
50

周
年
を
記
念
し
て
、
社
屋

拡
張
の
た
め
の
新
ビ
ル
を

計
画
し
た
。
本
館
と
朝
日

会
館
に
挟
ま
れ
た
街
区
の

北
東
角
、
大
阪
ガ
ス
が
所

有
し
て
い
た
土
地
を
、
朝

日
新
聞
社
が
御
堂
筋
に
所

有
し
て
い
た
土
地
と
交
換

し
て
敷
地
を
確
保
。
ち
な

み
に
御
堂
筋
に
移
転
し
た

大
阪
ガ
ス
は
昭
和
８
年（
１

９
３
３
）、
建
築
家
・
安

井
武
雄
の
設
計
に
よ
っ
て

大
阪
ガ
ス
ビ
ル
を
建
て
る
。

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
名
建
築
だ
。

こ
の
時
代
、
著
名
な
企
業

が
歴
史
に
名
を
残
す
建
築
を
競
っ
て
建
て
た
。

　

新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
た
め
に
は
、
若

い
感
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
。
朝
日
ビ

ル
の
計
画
を
機
に
創
立
さ
れ
た
（
株
）
朝
日

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
初
代
社
長
に
就
任
し
た
村

1931

山
長
挙
は
、
ビ
ル
完
成
時
に
37
歳
。
設
計
を

担
当
し
た
竹
中
工
務
店
の
石
川
純
一
郎
は
34

歳
。
石
川
は
欧
米
諸
国
を
視
察
し
、
世
界
の

息
吹
に
触
れ
て
朝
日
ビ
ル
の
設
計
に
取
り
か

か
っ
た
。
世
間
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
る
新
奇
性

は
村
山
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
聞
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
の
先
進
性
を
建
築
で
表
現
し
た

い
と
も
考
え
た
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
建
築
と

は
異
な
っ
て
一
切
の
装

飾
を
排
し
、
幾
何
学
的

な
線
だ
け
で
構
成
し
た

シ
ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
、

ス
テ
ン
レ
ス
や
ス
ー
パ

ー
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
、

当
時
珍
し
か
っ
た
金
属
を
外
装
に
用
い
た
大

胆
な
素
材
の
使
い
方
。
強
調
さ
れ
た
水
平
線

と
垂
直
線
に
は
プ
リ
ズ
ム
ガ
ラ
ス
に
よ
る
照

明
を
仕
込
み
、
夜
に
な
る
と
光
り
輝
く
抽
象

画
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
ビ
ル
の
高
さ
は
当

時
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
た
１
０
０
尺

（
31
ｍ
）
を
特
例
に
よ
っ
て
突
破
し
、
屋
上

に
は
日
本
初
と
な
る
航
空
標
識
塔
、
空
の
灯

台
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
姿
は
ま
る
で
巨
大

な
船
の
よ
う
だ
。

　

現
在
、
朝
日
ビ
ル
は
主
に
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
2
階
に
高
級

第
四
話　

最
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
と

言
わ
れ
た
ビ
ル
。

左に朝日新聞社本館（19
16年竣工）、右に朝日会
館（1926年）を従えて
そびえる竣工当時の朝日
ビル。右手奥には最近惜
しくも解体されたダイビ
ル（1925年）が見える。

提供／株式会社 朝日ビルディング
http://www.asahi.com/festivaltower/

店
に
よ
る
専
門
店
街
、
5
階
に
は
隣
の
朝
日

会
館
と
連
絡
通
路
で
繋
が
っ
た
パ
ー
ラ
ー
が

あ
っ
た
。
最
上
階
の
10
階
に
は
、
大
き
く
カ

ー
ブ
を
描
く
大
ガ
ラ
ス
に
面
し
て
レ
ス
ト
ラ

ン
・
ア
ラ
ス
カ
が
入
り
、
眼
下
に
市
街
地
を

眺
め
な
が
ら
洋
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

屋
上
に
設
け
ら
れ
た
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
は
、

地
上
に
ま
で
行
列
が
続
く
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り

だ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
形
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
1
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
ま
る

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
劇
場
の
よ
う
に
煌

び
や
か
だ
。
中
間
階
に
は
空
調
な
ど
最
新
設

備
を
備
え
た
貸
室
が
並
び
、
テ
ナ
ン
ト
の
た

め
の
談
話
室
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を
備
え

た
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
朝
日
ビ
ル
ク
ラ
ブ
）
と
い
う
倶

楽
部
ま
で
あ
っ
た
。

　

朝
日
ビ
ル
は
誰
も
が
憧
れ
る
都
会
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
80
年
を
経

て
使
わ
れ
方
は
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
モ
ダ
ン

な
デ
ザ
イ
ン
は
全
く
色
褪
せ
る
こ
と
が
な
い
。

都
市
美
を

伝
え
て

─
朝
日
新
聞
と

中
之
島
の
1
3
0
年

取
材・文
／
髙
岡
伸
一
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２０１２年１月１日発行

　

島
民
に
は
お
な
じ
み
の
、
京
阪

電
車
中
之
島
線
な
に
わ
橋
駅
地
下

１
階
の
「
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
」
で
、

毎
月
１
回
開
か
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

大
阪
に
拠
点
を
置
く
日
本
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
も
の
で
、
毎
回
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
編
成
や
楽
曲
を
変

え
て
開
催
。
誰
で
も
気
軽
に
足
を

運
べ
る
無
料
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
い

う
の
も
嬉
し
い
と
こ
ろ
。

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
昨
年
１２
月

２４
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
行
わ

れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
と
チ
ュ
ー
バ
と
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
登
場
。

パ
リ
の
メ
ト
ロ
の
よ
う
に
、
音
楽

が
駅
に
あ
ふ
れ
た
。
早
く
も
第
２

回
目
と
な
る
１
月
２７
日
に
は
、
弦

楽
四
重
奏
が
登
場
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

アートエリアＢ１ 
ミュージックカフェ
日時／1月27日(金)　
1:30PM〜（１時間程度）
定員／50名程度　
※入退場自由、
小学生未満の子供の同伴も可能

（ベビーカーでの入場可）
入場料／無料
問い合わせ／
日本センチュリー交響楽団楽員会
☎090-7309-5964

　

水
玉
の
モ
チ
ー
フ
で
お
な
じ
み

の
世
界
的
現
代
美
術
作
家
・
草
間

彌
生
の
展
覧
会「
草
間
彌
生 

永
遠

の
永
遠
の
永
遠
」が
１
月
７
日（
土
）

か
ら
国
立
国
際
美
術
館
で
始
ま
る
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
草
間
の
最

新
の
創
作
活
動
を
紹
介
す
る
も
の
。

２
０
０
９
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
新
し
い
絵
画
作
品
群
「
わ
が
永

遠
の
魂
」
は
、
子
供
の
よ
う
な
自

由
な
発
想
と
豊
か
な
色
彩
感
覚
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た

く
印
象
の
異
な
る
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
と
は
対
照
的
な
の

が
モ
ノ
ク
ロ
の
絵
画
作
品
群
の
「
愛

は
と
こ
し
え
」。
２
０
０
４
年
か
ら

一
気
に
描
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、

連
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
画
面
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
初
公
開
と
な
る
『
南
瓜
』
な
ど

の
彫
刻
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で
、

草
間
ワ
ー
ル
ド
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸

る
展
覧
会
と
な
り
そ
う
だ
。

　

展
覧
会
と
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト

も
見
逃
せ
な
い
。
１
月
１４
日
（
土
）

に
は
学
芸
員
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
１
月
２８
日

（
土
）・
３
月
３
日
（
土
）
に
は
、

２
０
０
８
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画

『　

草
間
彌
生 

わ
た
し
大
好
き
』

が
上
映
さ
れ
る
。　
（
大
迫 

力
・

本
誌
）

草間彌生 永遠の永遠の永遠
期間／2012年1月7日（土）～
4月8日（日）
時間／10:00AM～5:00PM

（金曜～7:00PM、
入館は閉館の30分前まで）
休館日／月曜日　※1月9日（月・祝）
は開館、1月10日（火）は休館
入場料／1,400円　※１月６日（金）
まで前売り（1,200円）を販売

草間彌生　《果てしない人間の一生》 2010　 
©YAYOI KUSAMA STUDIO Inc., Courtesy of OTA FINE ARTS.

草間彌生　《花咲けるニューヨーク [OPRT]》 2005　
©YAYOI KUSAMA STUDIO Inc., Courtesy of OTA FINE ARTS.

©YAYOI KUSAMA

◎チケットをプレゼント！
月刊島民の読者５組10名様に、草
間彌生展のチケットをプレゼントしま
す。住所・氏名・お電話番号・本誌へ
の感想をお書き添えのうえ、月刊島
民プレスまでハガキもしくはファックス
でお送りください。宛先などはＰ23に
記載。1月31日必着。なお、当選は
発送をもって代えさせていただきます。

１
月
29
日
号
砲
!

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

１
月
29
日
号
砲
!

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

草
間
彌
生
展
が

中
之
島
に
や
っ
て
来
る
!

草
間
彌
生
展
が

中
之
島
に
や
っ
て
来
る
!

草
間
彌
生
展
が

中
之
島
に
や
っ
て
来
る
!

初
心
者
や
、
ホ
ー
ル
で
の
本
格
的

な
コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
く
に
は
ち
ょ

っ
と
勇
気
が
い
る
…
と
い
う
人
に

は
ぴ
っ
た
り
だ
。
毎
月
開
催
さ
れ

る
の
で
、
中
之
島
散
策
と
一
緒
に

楽
し
み
た
い
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
で

毎
月
開
催
!

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
フ
ェ

ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
で

毎
月
開
催
!

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
フ
ェ

ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
で

毎
月
開
催
!

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
フ
ェ

≒
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ヤ
ー
で
も
あ
る
今

年
は
、
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
選
手
を

決
定
す
る
日
本
代

表
選
考
レ
ー
ス
も

兼
ね
て
お
り
、
国

内
外
か
ら
の
注
目

度
は
例
年
に
も
増

し
て
高
く
な
っ
て

い
る
。

　

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
少
な
く
、
好
記

録
が
出
や
す
い
こ
と
か
ら
、
誰
が

ど
ん
な
レ
ー
ス
を
す
る
の
か
注
目

さ
れ
る
。
今
年
の
レ
ー
ス
に
は
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ

ス
ト
・
野
口
み
ず
き
選
手
が
出
場

を
表
明
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
有

力
選
手
の
動
向
に
よ
っ
て
駆
け
引

き
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。

　

レ
ー
ス
の
前
半
で
は
、
島
民
で

お
な
じ
み
の
ス
ポ
ッ
ト
も
登
場
す

る
。
大
阪
城
公
園
や
中
之
島
の
中

央
公
会
堂
前
、
そ
し
て
大
阪
市
役

所
の
前
を
通
っ
て
御
堂
筋
へ
。
大

阪
の
ど
真
ん
中
を
疾
走
す
る
姿
は

見
応
え
た
っ
ぷ
り
。
全
国
的
に
マ

ラ
ソ
ン
が
ブ
ー
ム
に
な
る
中
、
沿

道
へ
応
援
に
繰
り
出
す
の
も
良
い

だ
ろ
う
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

19

第31回大阪国際女子マラソン
スタート＆ゴール地点である長居陸上
競技場の正面広場では、当日、雪遊
びができるスポットや、足湯、グルメコ
ーナーなどのイベントも開催される。
日時／1月29日（日）0:10PMスタート
http://www.osaka-marathon.jp/

中之島ダイビル
＠ほーむ寄席　
日時／１月28日（土）
5:00PM〜
入場料／無料
http://www.nakanoshimada
ibiru.com/
http://www.keep-on-action.
com/

今
回
そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
之
島
ダ
イ

ビ
ル
に
や
っ
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
造
ら

れ
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
、
お
笑
い

芸
人
が
ネ
タ
ラ
イ
ブ
を
繰
り
広
げ
る
。

１
月
か
ら
１
年
間
、
毎
月
１
回
開
催

さ
れ
る
と
い
う
の
が
島
民
に
と
っ
て

は
楽
し
み
な
と
こ
ろ
だ
。

　

初
回
は
「
ウ
ー
マ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ワ
ー
」「
銀
シ
ャ
リ
」
な
ど
の
芸
人

４
組
が
そ
れ
ぞ
れ
ネ
タ
を
披
露
す
る

予
定
。
ま
た
今
回
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
「KEEP ON ACTION

」

も
同
時
開
催
。
関
西
発
の
人
気
ブ
ラ

ン
ド
、
ア
パ
レ
ル
、
モ
デ
ル
、
ス
タ

イ
リ
ス
ト
な
ど
が
集
ま
り
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

　

ダ
イ
ビ
ル
で
は
、
今
後
他
に
も

こ
の
寄
席
に
合
わ
せ
て
連
動
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
そ
う
。
つ
ま
り
、

毎
月
第
3
土
曜
に
は
、「
ダ
イ
ビ
ル

に
行
け
ば
、
何
か
楽
し
い
こ
と
が

あ
り
そ
う
」と
い
う
わ
け
だ
。　
（
大

迫 

力
・
本
誌
）

　

地
元
島
民
向
け
イ
ベ
ン
ト
に
力

を
入
れ
て
い
る
ダ
イ
ビ
ル
が
、
今

度
は
吉
本
興
業
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

お
笑
い
芸
人
の
ラ
イ
ブ
を
行
う
寄

席
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
吉

本
興
業
で
は
、「
＠
ほ
ー
む
寄
席
」

と
し
て
、
今
ま
で
劇
場
に
足
を
運
ん

で
く
れ
た
お
客
さ
ん
の
地
元
や
生
活

圏
内
に
出
向
き
、
日
常
の
中
で
落
語

や
漫
才
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
中
。

　

毎
年
恒
例
、
大
阪
の
街
を
駆
け

抜
け
る
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

が
、
１
月
２９
日
午
後
０
時
１０
分
ス

タ
ー
ト
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

る
と
と
も
に
、
新
た
な
出
会
い
の

中
で
活
動
の
可
能
性
を
広
げ
る
た

め
に
、
経
済
界
や
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
な
ど
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。

　

こ
の
日
は
２
０
１
１
年
度
大
阪

文
化
祭
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
大
阪
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ム
ジ
ク
ム

と
、
大
阪
文
化
祭
賞
を
受
賞
し
た

大
蔵
流
狂
言
方
の
善
竹
隆
司
・
善

竹
隆
平
を
招
い
て
の
公
演
が
行
わ

れ
た
。
狂
言
の
「
口
真
似
」

を
披
露
し
た
善
竹
兄
弟
に

続
き
、
大
阪
コ
レ
ギ
ウ
ム
・

ム
ジ
ク
ム
が
合
唱
を
披
露

し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
交

流
会
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
参
加
者
た
ち
が
語
り
合

い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、閉
幕
と
な
っ
た
。　
（
大

迫 

力
・
本
誌
）

銀シャリ ウーマンラッシュアワー

昨年末に行われたエントランス
ホールを使った屋台＆音楽ライ
ブイベントも好評だった。

　

大
阪
２１
世
紀
協
会
に
よ
る
「
ア

ー
ト
・
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
２
０
１
１
」

が
、
去
る
１１
月
１８
日
に
堂
島
浜
の

ク
ラ
ブ
関
西
で
行
わ
れ
た
。
ア
ー

ト
・
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
は
音
楽
や
演

劇
な
ど
に
お
け
る
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
大
阪
・
関
西

を
拠
点
に
活
動
す
る
優
れ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
発
表
の
機
会
を
つ
く

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
囲
む
交
流
の
場
、

ア
ー
ト・ア
セ
ン
ブ
リ
ー
２
０
１
１

ア
ー
テ
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ア
ー
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セ
ン
ブ
リ
ー
２
０
１
１

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
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囲
む
交
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の
場
、

ア
ー
ト・ア
セ
ン
ブ
リ
ー
２
０
１
１
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ダ
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ダ
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る
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2020

京
阪
沿
線 

島
民
の
部
屋
か
ら
。取

材
・
文
／
狩
野
哲
也

写
真
／
李 

宗
和

青森と大阪の遠距離恋愛をしていたと
いう笹尾夫妻。現在、和宏さんは建設
会社に勤める傍ら、水都OSAKA・水
辺のまち再生プロジェクトメンバーと
しても活躍中。
http://www.suito-osaka.net/

なるべくふたりが近い距離で話せるような空間が良いと考えて40平米の広さを選んだ。夜は
天神橋がライトアップされ、景色がきれいに見えるようわざと窓の網戸を外しているそう。

Data 築30年のマンション。「大川
の気持ちいい風を部屋に入れたい

（美幸さん）」と、畳の和室2つとリ
ビングの間の襖を外し、寝室の西窓
とリビングの南窓を開けて風の通り
道をつくって新鮮な空気を入れるよ
うにしているそう。川が視界に入る
よう、パソコンの机も窓に面して置
かれている。
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2121

　天満橋交差点北西角の京阪天満橋駅ビル内に
2005年オープン。隣の大阪キャッスルホテルや八
軒家浜の船着き場とも直結している。美幸さんがオ
ススメの店舗は地下2階食料品売り場の九州屋。「自
宅から徒歩で行けて品揃えがよく、安くて新鮮」と
のこと。営業時間に間に合えば野菜は必ずこちらで
購入しているそう。4階には無印良品があり、歩い
て買いに行ける家具屋として重宝しているのだとか。
詳細はhttp://www.citymall.jp/

うちの近所のお気に入り。

京阪シティモール

橋
を
渡
る
こ
と
で
オ
ン
／
オ
フ
が
切
り
替
わ
る
、

水
辺
の
あ
る
暮
ら
し
。

天
満
橋 

笹
尾
和
宏
さ
ん・
美
幸
さ
ん

　

和
宏
さ
ん
の
職
場
は
北
浜
に
あ
り
「
大
川

を
渡
っ
て
南
側
に
渡
る
と
仕
事
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
感
じ
が
す
る
ん

で
す
。
な
る
べ
く
家
に
い
る
気
分
を
長
く
楽

し
む
た
め
に
、
朝
は
北
浜
側
の
天
神
橋
を
渡

り
、
夜
は
天
満
橋
を
渡
っ
て
帰
っ
て
い
る
」

と
橋
を
渡
る
こ
と
で
オ
ン
と
オ
フ
切
り
替
わ

る
暮
ら
し
に
自
然
と
な
っ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　

夜
な
夜
な
飲
食
店
で
の
交
遊
を
満
喫
し
て

い
る
（
!?
）
と
い
う
和
宏
さ
ん
の
習
慣
か
ら
、

2
人
が
一
緒
に
過
ご
す
大
事
な
時
間
は
朝
食

の
時
間
な
の
だ
そ
う
。「
朝
か
ら
麻
婆
豆
腐

や
酢
豚
を
も
り
も
り
食
べ
て
い
ま
す
よ
」（
和

宏
さ
ん
）。

　

休
み
の
日
は
大
川
で
水
上
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

楽
し
む
こ
と
も
あ
る
そ
う
。「
ゴ
ム
ボ
ー
ト

を
レ
ン
タ
ル
し
て
、
お
茶
と
お
に
ぎ
り
を
用

意
し
て
、
帝
国
ホ
テ
ル
前
の
ふ
れ
あ
い
の
岸

辺
か
ら
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
空
気
を
入
れ
て
、
八

軒
家
浜
ま
で
ぷ
か
ぷ
か
と
流
れ
に
任
せ
て
川

下
り
を
し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
気
持
ち
い

い　

」（
美
幸
さ
ん
）。
天
満
橋
に
住
ま
い
を

得
た
2
人
は
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
水
辺

ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

独
身
時
代
の
和
宏
さ
ん
は
心
斎
橋
の
事
務

所
ビ
ル
の
最
上
階
に
住
ん
で
い
た
。
下
の
階

以
降
は
す
べ
て
会
社
。
夜
に
な
れ
ば
飲
食
店

の
キ
ラ
キ
ラ
ネ
オ
ン
が
街
を
包
む
よ
う
な
場

所
で
「
洋
服
か
ら
『
ビ
ル
』
の
匂
い
が
し
て

い
た
ん
で
す
よ
（
笑
）」
と
語
る
美
幸
さ
ん
。

青
森
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
美
幸
さ
ん
は
、
二

人
で
一
緒
に
住
む
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
部
屋

の
広
さ
や
築
年
数
は
こ
だ
わ
ら
な
い
け
れ
ど
、

自
転
車
圏
内
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ

る
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
オ
ー
ダ
ー
し
た
。

　

そ
し
て
選
ん
だ
場
所
は
天
満
橋
。
大
川
に

か
か
る
天
満
橋
の
南
側
は
に
ぎ
や
か
な
オ
フ

ィ
ス
街
だ
が
北
側
は
落
ち
着
い
た
街
だ
。
職

場
に
も
近
く
、
な
に
よ
り
和
宏
さ
ん
の
「
自

然
豊
か
な
川
沿
い
で
、
環
境
に
恵
ま
れ
な
が

ら
も
、
限
り
な
く
都
心
に
近
い
場
所
に
住
み

た
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
と
も
ぴ
っ
た
り
の

場
所
だ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
界

隈
に
多
く
、
天
神
橋
筋
商
店
街
も
近
い
の
が

う
れ
し
い
。
美
幸
さ
ん
は
住
ん
で
間
も
な
く
、

京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
地
下
食
品
売
り
場
の
青

果
店
を
気
に
入
っ
た
。

　

和
宏
さ
ん
は
北
浜
に
あ
る
会
社
に
お
勤
め
。

昼
休
み
に
美
幸
さ
ん
が
つ
く
る
お
弁
当
を
持

っ
て
中
之
島
の
水
辺
を
眺
め
な
が
ら
ご
飯
を

食
べ
る
と
い
う
ほ
ど
の
水
辺
好
き
で
あ
り
、

自
宅
の
南
窓
に
広
が
る
絵
画
の
よ
う
な
景
色

を
気
に
入
っ
て
い
る
。
水
辺
を
横
切
る
船
、

空
を
ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
カ
モ
メ
。
大
川
の
水

面
を
照
ら
す
光
が
部
屋
の
白
壁
に
反
射
し
て

い
く
つ
も
の
模
様
を
つ
く
り
だ
す
。

左／涼しい時期はベランダに出て食事を楽しむそう。
右／細長いテーブルをベランダ側に寄せればバーカ
ウンターに早変わり。「向かいのOMMビルのガラス
が鏡になっているので空の景色を映し出していてき
れいですよ」と笹尾夫妻は声を揃える。

和室の壁は極力物を置かないようにし、
プロジェクターのスクリーンとして活
用できるよう工夫している。

！
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江
橋
南
詰
の
マ
ン
シ
ョ
ン
1
階
に
、

お
そ
ら
く
中
之
島
の
歴
史
上
初
で
あ

ろ
う
釣
り
竿
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
［
ダ
イ
コ
ー 

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
］
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
大
丸
興
業
は
食
品
か
ら
電

子
部
品
ま
で
扱
う
大
丸
松
阪
屋
百
貨
店
の
グ

ル
ー
プ
企
業
で
あ
り
、
ダ
イ
コ
ー
と
い
う
釣

竿
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
老
舗
メ
ー
カ
ー
で

も
あ
る
。

　
「
弊
社
の
釣
具
事
業
が
60
周
年
を
迎
え
た

の
を
き
っ
か
け
に
、『
釣
り
具
業
界
で
釣
り

竿
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い

の
で
や
っ
て
み
た
ら
面
白
い
の
で
は
？
』
と

う
ち
の
社
長
が
言
い
だ
し
た
の
が
発
端
で

す
」
と
語
る
の
は
企
画
開
発
担
当
の
松
本
太

郎
さ
ん
。
ど
う
せ
な
ら
大
阪
の
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
き
そ
う

な
中
之
島
で
や
れ
ば
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と

考
え
、
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
そ
う
だ
。

　

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
一
番
の
こ
だ
わ
り
は
釣

り
竿
の
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
。

「
弊
社
の
釣
竿
は
3
5
0
種
類
以
上
あ
り
、

価
格
帯
も
1
万
8
0
0
0
円
か
ら
15
万
円
以

上
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の

商
品
を
釣
具
店
さ
ん
に
お
い
て
も
ら
う
の
は

難
し
い
ん
で
す
。
当
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
フ
ル

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
商
品
を
お
手
に
と
っ
て
い

た
だ
け
る
の
が
自
慢
で
す
」。
4
ヶ
月
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
遠
方
か
ら
の

来
客
も
多
く
、
西
は
九
州
、
東
は
宮
城
県
の

方
が
観
光
の
つ
い
で
で
は
な
く
、
こ
の
お
店

に
来
る
た
め
だ
け
に
夜
行
バ
ス
に
乗
っ
て
来

た
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

之
島
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
開
い
た
こ

と
で
、
思
わ
ぬ
効
果
も
あ
っ
た
と
い

う
。「
釣
り
が
趣
味
と
い
う
方
以
外
に
も
、

中
之
島
界
隈
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、
そ

の
界
隈
の
企
業
へ
の
出
張
の
つ
い
で
に
ふ
ら

り
と
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
お
話
し
て
い
る
う
ち
に
『
子
ど

も
の
頃
以
来
釣
り
を
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、

久
し
ぶ
り
に
や
っ
て
み
よ
う
か
』
と
言
っ
て

く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
」
と

新
し
い
客
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
ば
っ
ち
り

の
よ
う
だ
。

　

今
の
と
こ
ろ
本
来
の
業
務
に
支
障
が
で
な

い
範
囲
で
事
業
を
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
営
業
時
間
は
火
・
水
・
木
曜
の
11
時

か
ら
15
時
と
、
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
時
間
は

限
ら
れ
て
い
る
。
松
本
さ
ん
た
ち
ス
タ
ッ
フ

の
時
間
を
削
り
、
受
付
は
開
館
時
間
に
合
わ

せ
て
女
性
社
員
が
本
社
か
ら
や
っ
て
く
る
と

い
う
。
し
か
し
、
仕
事
終
わ
り
に
も
寄
り
た

い
、
休
日
に
ゆ
っ
く
り
見
た
い
と
い
う
声
も

あ
る
そ
う
で
、
今
年
か
ら
は
人
員
を
増
や
す

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
中
之
島
の
船

着
き
場
か
ら
船
に
乗
っ
て
釣
り
に
出
か
け
る

風
景
が
生
ま
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
。

取
材・文
／
狩
野
哲
也

右／釣り竿の先端を天井のクッションスペースに当てて、魚が掛かった際
のしなり具合を試すことができる。左／商品企画、広報などを担当する松
本太郎さん。釣り雑誌や釣り番組に出演することもあるとか。

玉

中

釣
り
好
き
が
注
目
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
で
き
た
。

☎06-6446-1037
11:00AM〜3:00PM（火・水・木曜のみ）
http://www.f-daiko.com/

ダイコー フィッシング
タックルギャラリー
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●『月刊島民』vol.43は2012年2月１日発行です！
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!
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●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館　［店
舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe ／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホ
ステル64オオサカ／ MANGUEIRA ／ Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／ Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／
大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 新宿店／ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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付
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し
か
し
、
仕
事
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わ
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も
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い
、
休
日
に
ゆ
っ
く
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で
、
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年
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ら
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入
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。
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風
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が
生
ま
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
。
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